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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：田中 俊徳 准教授 （Q-AOS研究推進コーディネーター）

2015 年にフランスのパリで開催された国連気候

変動枠組条約締約国会議（COP21）でパリ協定は

採択されました。パリ協定の実施には気候変動対

策の大幅な強化や低炭素ソリューション、そして

新たな市場が必要です。

このセミナーでは、京都議定書から後継のパリ協

定へと移行し、世界の脱炭素、カーボンニュート

ラル目標への取り組みにどのような影響を与えた

のか、世界の温室効果ガス排出量における枠組み

について議論します。
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京都大学大学院エネルギー科学研究

科博士課程修了し、京都大学エネル

ギー理工学研究所、国立環境研究所

を経て、2013 年より現職の九州大学

グローバルイノベーションセンター

（旧：産学連携センター）に着任しま

した。国連気候変動枠組条約、パリ

協定の下での排出量審査官をしてお

ります。日本国の京都議定書温室効

果ガス排出量の算定に従事し、国連

気候変動枠組条約締約国会合（COP）

での交渉経験を持ち、温室効果ガス

排出量算定方法論、環境政策評価、

環境教育を専門としております。


